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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 83,533 14.3 567 ― 536 ― 351 ―

23年3月期第1四半期 73,072 17.8 22 ― △58 ― △271 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 321百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △752百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 1.62 1.61
23年3月期第1四半期 △1.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 172,166 30,107 17.0
23年3月期 178,084 30,205 16.5

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  29,301百万円 23年3月期  29,372百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

24年3月期 ―

24年3月期（予想） 0.00 ― 3.00 3.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 183,000 11.5 2,500 43.5 2,400 47.0 1,450 157.8 6.69
通期 390,000 9.6 5,900 20.4 5,600 19.4 4,000 21.4 18.46
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（その他）に関する事項 (2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２． サマリー情報（その他）に関する事項 (3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表の四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 231,558,826 株 23年3月期 231,558,826 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 14,964,148 株 23年3月期 15,160,012 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 216,572,537 株 23年3月期1Q 216,323,592 株
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(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日～平成23年６月30日）におけるわが国経済は、東日本大震災によ

る生産設備の損壊、電力の供給不足、サプライチェーンの寸断による生産活動の停滞などから弱い動きが続きま

したものの、復旧・復興需要もあり、輸出、生産、設備投資ともに緩やかな回復の兆しがみられました。 

 このような状況の中、当社グループといたしましては、「成長分野の開拓」「コア事業の収益拡大」「経営基

盤の強化」を基本方針とする新中期経営計画「ＮＥＸＴＡＧＥ２０１４」を策定し、計画の達成に向けた取り組

みを開始いたしました。 

 「成長分野の開拓」につきましては、モノづくり市場として成長著しいインドとメキシコに拠点を開設するな

ど海外事業における生産財の販売力を強化いたしました。また、環境事業においては、設備・施工のパッケージ

提案力を強化するとともに「エコ・エンジニアリング戦略」を推進いたしました。加えて、消費財事業において

も扇風機等のＰＢ商品を拡販するなど、諸施策に取り組みました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期比14.3%増の835億33百万円となりました。利

益につきましては、売上高の増加と売上総利益の改善により、営業利益が５億67百万円（前年同四半期は22百万

円の営業利益）、経常利益が５億36百万円（前年同四半期は58百万円の経常損失）となり、四半期純利益は３億

51百万円（前年同四半期は２億71百万円の四半期純損失）となりました。 

 セグメント別の状況は以下のとおりです。 

 なお、当社グループは、管材・空調設備市場と住宅設備市場の融合が進展するなどの市場環境の変化と取扱商

品の類似性を踏まえ、当第１四半期連結会計期間から、セグメントの事業区分を一部変更することといたしまし

た。その主な内容は次のとおりです。 

 旧セグメントの「管材・空調部門」は、工場向けのプラント設備機器等の販売事業を「産業機器部門」へ移す

とともに、旧セグメントの「住宅・建材部門」から住宅設備機器等の販売事業を組み入れ、新セグメント名称を

「住設・管材・空調部門」といたしました。また、旧セグメントの「住宅・建材部門」は、建築資材、景観・エ

クステリア・土木資材等の販売が主な事業内容となることから、新セグメント名称を「建築・エクステリア部

門」といたしました。 

  

《 産業機器部門 》 

 産業機器部門につきましては、震災の影響により生産活動が一時停滞しましたものの、企業の復旧に向けた素

早い対応により工場稼動率が上向いてきたことから、切削工具を中心に需要が持ち直しました。このような状況

の中、在庫物流機能及びトレード機能の強化とＷｅｂ受注の拡大に取り組み、環境関連商品、発電機、制御・物

流関連機器の拡販などに注力いたしました結果、売上高は151億49百万円（前年同四半期比6.8%増） となりまし

た。  

  

《 工業機械部門 》 

 工業機械部門につきましては、アジア新興国市場を中心に自動車・自動二輪車・建設機械関連の需要が底堅

く、北米市場の自動車関連も回復してきたことから、外需に牽引されるかたちで国内市場も緩やかな回復基調で

推移しました。このような状況の中、工場における「環境・省エネ・省コスト」の提案営業力の強化、新興国市

場での販路拡大などに取り組んでまいりました結果、売上高は182億28百万円（前年同四半期比39.6%増）となり

ました。 

  

《 住設・管材・空調部門 》 

 住設・管材・空調部門につきましては、震災の影響により一部商品の納期遅れや工期の延長などがありました

ものの、工場などの民間設備投資需要に持ち直しの兆しがみられました。また、住宅エコポイント制度の活用な

どにより、新設住宅着工戸数は、分譲マンションを中心に緩やかな回復が進みました。このような状況の中、管

工機材等の販売が増加し、太陽光発電システムの拡販と「環境・省エネ・省コスト」提案による工場用ユーティ

リティ機器の販売などに注力いたしました結果、売上高は196億74百万円（前年同四半期比4.6%増）となりまし

た。  

  

《 建築・エクステリア部門 》 

 建築・エクステリア部門につきましては、戸建住宅向け商品など民間需要は比較的堅調に推移しましたもの

の、スチール系フェンスや土木・道路資材など公共工事関連に回復の遅れがみられました。このような状況の

中、戸建用エクステリア商品の拡販、新築・リフォーム物件の掘り起こし、耐震補強材の販売などに注力いたし

ました結果、売上高は90億31百万円（前年同四半期比5.4%増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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《 建設機械部門 》 

 建設機械部門につきましては、引き続き公共工事が減少傾向にあるものの、復興需要への期待などから、一般

土木機械のレンタル投資に持ち直しの兆しがみられました。このような状況の中、震災復旧の発電機、仮設ハウ

ス・トイレ、カッタ－などの小型建機が順調に推移するとともに、環境・省エネ・安全に配慮した建設機械や小

型機器の拡販、アジア市場向けの中古建設機械オークション事業の拡充などに取り組んでまいりました結果、売

上高は44億46百万円（前年同四半期比25.3%増）となりました。 

  

《 エネルギー部門 》 

 エネルギー部門につきましては、震災の影響を受け、ガソリン及び産業用燃料の需要が低迷したことにより販

売価格競争の激化が続きました。このような状況の中、新規顧客の開拓、既存仕入先との関係強化、仕入先チャ

ネルの拡大、軽油の拡販などに注力いたしました結果、売上高は93億６百万円（前年同四半期比9.3%増）となり

ました。 

  

《 その他 》 

 その他の部門につきましては、生活関連商品は、節電対策としての扇風機の販売が大幅に増加し、小型冷蔵庫

などの生活家電も好調に推移いたしました。また、地デジ関連商品として液晶テレビやチューナーなどの拡販に

注力し、ホームセンターや家電量販店など「消費財市場」でのシェア拡大に取り組みました。木材製品につきま

しては、仮設住宅用資材として輸入合板などが堅調に推移いたしました。この結果、その他の部門の売上高は76

億97百万円（前年同四半期比20.6%増）となりました。 

  

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況  

（資産） 

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて51億87百万円減少し、1,343億

23百万円となりました。これは、現金及び預金が２億34百万円、受取手形及び売掛金が60億63百万円それぞれ

減少し、たな卸資産が15億23百万円増加したことなどによります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて７

億30百万円減少し、378億43百万円となりました。これは投資有価証券が１億２百万円、長期繰延税金資産が２

億20百万円それぞれ減少したことなどによります。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて59億17百

万円減少し、1,721億66百万円となりました。 

  

（負債）  

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて58億63百万円減少し、1,389億

43百万円となりました。これは、支払手形及び買掛金が61億94百万円減少したことなどによります。固定負債

は、前連結会計年度末に比べて44百万円増加し、31億16百万円となりました。この結果、負債合計は、前連結

会計年度末に比べて58億19百万円減少し、1,420億59百万円となりました。 

  

（純資産）  

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて98百万円減少し、301億７百

万円となりました。これは、四半期純利益の計上はあったものの、剰余金の配当により、利益剰余金が１億円

減少したことなどによります。この結果、総資産の圧縮もあり、自己資本比率は、17.0%（前連結会計年度末は

16.5%）となりました。 

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成23年５月13日に公表

いたしました業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成23年８月５日）付公表の「業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更）  

 「１株当たり当期純利益に関する会計基準」等の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平

成22年６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号

平成22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号 平成22

年６月30日）を適用しております。 

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・

オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの

公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。 

  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,188 25,954

受取手形及び売掛金 92,071 86,007

たな卸資産 14,262 15,786

その他 7,937 7,494

貸倒引当金 △949 △919

流動資産合計 139,510 134,323

固定資産   

有形固定資産 16,852 16,848

無形固定資産 1,849 2,118

投資その他の資産   

その他 21,970 21,038

貸倒引当金 △2,100 △2,162

投資その他の資産合計 19,870 18,876

固定資産合計 38,573 37,843

資産合計 178,084 172,166

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 98,611 92,416

短期借入金 40,062 39,677

未払法人税等 760 209

賞与引当金 745 479

その他 4,626 6,159

流動負債合計 144,806 138,943

固定負債   

長期借入金 251 422

退職給付引当金 331 344

その他 2,489 2,349

固定負債合計 3,071 3,116

負債合計 147,878 142,059

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,644 20,644

資本剰余金 6,777 6,777

利益剰余金 4,109 4,009

自己株式 △1,793 △1,769

株主資本合計 29,738 29,661

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 59 68

繰延ヘッジ損益 29 7

為替換算調整勘定 △455 △435

その他の包括利益累計額合計 △366 △359

新株予約権 233 220

少数株主持分 600 584

純資産合計 30,205 30,107

負債純資産合計 178,084 172,166
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
(四半期連結損益計算書) 
(第１四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 73,072 83,533

売上原価 67,146 76,592

売上総利益 5,926 6,941

販売費及び一般管理費 5,903 6,373

営業利益 22 567

営業外収益   

受取利息 257 238

受取配当金 68 84

その他 49 73

営業外収益合計 374 396

営業外費用   

支払利息 327 329

その他 128 97

営業外費用合計 456 427

経常利益又は経常損失（△） △58 536

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1

負ののれん発生益 － 61

その他 － 6

特別利益合計 － 69

特別損失   

固定資産除却損 9 0

震災損失 － 8

貸倒引当金繰入額 360 －

その他 14 0

特別損失合計 384 8

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△442 597

法人税、住民税及び事業税 62 98

法人税等調整額 △181 177

法人税等合計 △119 276

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△323 321

少数株主損失（△） △51 △30

四半期純利益又は四半期純損失（△） △271 351
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(四半期連結包括利益計算書) 
(第１四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△323 321

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △422 8

繰延ヘッジ損益 △10 △21

為替換算調整勘定 5 13

その他の包括利益合計 △428 △0

四半期包括利益 △752 321

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △685 351

少数株主に係る四半期包括利益 △66 △30
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当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

該当事項はありません。 

  

  

  

前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生活関連商品及び木材製品を販

売する事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額 百万円は、主に報告セグメントに帰属していない当社の管理

部門に係る費用等であります。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

   

  

当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生活関連商品及び木材製品を販

売する事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額 百万円は、主に報告セグメントに帰属していない当社の管理

部門に係る費用等であります。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報等

（単位：百万円）

   

報告セグメント
その他 
（注）１ 合計 調整額

（注）２

四半期
連結損益
計算書 
計上額 
（注）３

産業機器 工業機械 管材・
空調 

住宅・
建材 建設機械

エネルギ
ー 計

売上高                       

外部顧客への売上高  12,951  12,030 12,980 16,329 3,550 8,518 66,358  6,713  73,072 － 73,072

セグメント間の 
内部売上高又は振替高  1,895  225 920 871 520 0 4,433  15  4,449 △4,449 －

計  14,847  12,255 13,900 17,200 4,070 8,518 70,792  6,728  77,521 △4,449 73,072

セグメント利益 

又は損失（△） 
 64  187 219 67 △53 △11 473  △40  433 △410 22

△410

  （単位：百万円）

   

報告セグメント
その他 
（注）１ 合計 調整額

（注）２

四半期
連結損益
計算書 
計上額 
（注）３

産業機器 工業機械 
住設・
管材・ 
空調 

建築・
エクス 
テリア 

建設機械
エネルギ

ー 計

売上高                       

外部顧客への売上高  15,149  18,228 19,674 9,031 4,446 9,306 75,836  7,697  83,533 － 83,533

セグメント間の 
内部売上高又は振替高  3,383  515 1,665 653 612 3 6,833  6  6,839 △6,839 －

計  18,532  18,743 21,339 9,685 5,058 9,309 82,669  7,703  90,373 △6,839 83,533

セグメント利益 

又は損失（△）  
 283  450 274 142 △36 10 1,125  △10  1,114 △547 567

△547
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

当社グループは、管材・空調設備市場と住宅設備市場の融合が進展するなどの市場環境の変化と取扱商品

の類似性を踏まえ、当第１四半期連結累計期間より組織変更を行うとともに、セグメントの事業区分を一部変

更することといたしました。その主な内容は次のとおりです。 

旧セグメントの「管材・空調部門」は、工場向けのプラント設備機器等の販売事業を「産業機器部門」へ

移すとともに、旧セグメントの「住宅・建材部門」から住宅設備機器等の販売事業を組み入れ、新セグメント

名称を「住設・管材・空調部門」といたしました。 

 また、旧セグメントの「住宅・建材部門」は、建築資材、景観・エクステリア・土木資材等の販売が主な事

業内容となることから、新セグメント名称を「建築・エクステリア部門」といたしました。 

 なお、セグメントの事業区分を変更したことによる前第１四半期連結累計期間の報告セグメントごとの売上

高及び利益又は損失の金額に関する情報は、下表のとおりです。 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生活関連商品及び木材製品を販

売する事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額 百万円は、主に報告セグメントに帰属していない当社の管理

部門に係る費用等であります。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 当第１四半期連結累計期間において、のれんの金額に重要な変動がないため、記載を省略しております。

（重要な負ののれん発生益） 

「住設・管材・空調部門」において、フシマン商事㈱の株式を少数株主から追加取得いたしました。 

これに伴い当第１四半期連結累計期間において、61百万円の負ののれん発生益を計上しております。 

  

  

  

  該当事項はありません。 

  

  

  

  （単位：百万円）

   

報告セグメント
その他 
（注）１ 合計 調整額

（注）２

四半期
連結損益
計算書 
計上額 
（注）３

産業機器 工業機械 
住設・
管材・ 
空調 

建築・
エクス 
テリア

建設機械
エネルギ

ー 計

売上高                       

外部顧客への売上高  14,186  13,053 18,814 8,569 3,550 8,518 66,691  6,381  73,072 － 73,072

セグメント間の 
内部売上高又は振替高  2,708  435 1,173 470 520 0 5,308  2  5,310 △5,310 －

計  16,894  13,489 19,987 9,039 4,070 8,518 71,999  6,383  78,383 △5,310 73,072

セグメント利益 

又は損失（△） 
 92  209 124 125 △53 △11 486  △53  433 △410 22

△410

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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